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1.  平成21年12月期第2四半期の連結業績（平成21年1月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第2四半期 446,065 ― 12,616 ― 13,028 ― 5,805 ―

20年12月期第2四半期 399,169 4.4 14,042 32.0 12,300 13.5 3,031 △41.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年12月期第2四半期 26.42 ―

20年12月期第2四半期 13.79 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第2四半期 594,113 232,900 36.1 975.73
20年12月期 614,399 231,332 34.5 964.24

（参考） 自己資本   21年12月期第2四半期  214,449百万円 20年12月期  211,944百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― ― ― 12.00 12.00

21年12月期 ― ―

21年12月期 
（予想）

― 12.00 12.00

3.  平成21年12月期の連結業績予想（平成21年1月1日～平成21年12月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 910,000 12.1 26,000 0.7 23,200 7.6 8,400 40.3 38.22
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項は４ページをご覧下さい。 
なお、決算短信補足説明資料の５ページにセグメント別の売上高及び営業利益の予想を記載しております。 
２．当連結会計年度から「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第１２号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計
基準適用指針第１４号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内閣府令第50
号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を適用しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第2四半期 220,282,860株 20年12月期  220,282,860株

② 期末自己株式数 21年12月期第2四半期  499,583株 20年12月期  476,977株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年12月期第2四半期 219,794,503株 20年12月期第2四半期 219,871,159株
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【定性的情報・財務諸表等】 
１．連結経営成績に関する定性的情報 
当第２四半期連結累計期間（平成 21 年１月１日～平成 21 年６月 30 日）におけるわが国経済は、企

業収益が急速に悪化するもとで設備投資が大幅に減少し、雇用・所得環境が厳しさを増したことによ
って個人消費が低迷するなど、景気は大幅に後退しました。 
パン業界におきましては、お客様の節約志向が強まる中、量販チェーンのＰＢ製品をはじめとして

低価格製品への移行が急速に進み、販売競争が激化しました。また、コンビニエンスストア業界にあ
りましては、タスポ効果による来店客数の増加はありましたものの、景気悪化による買い控えの影響
もあって客単価の低下傾向が続きました。 
食品事業の主原料の小麦粉価格につきましては、昨秋以降の国際穀物相場の下落を受けて、本年４

月に輸入小麦の政府売渡価格が引き下げられ、平成 19 年度の価格変動制導入から４回連続して値上げ
された小麦粉の価格が、本年５月にはじめて引き下げられました。２年余りにわたり上昇傾向が続い
た原材料価格は、本年５月以降、低下基調に転じておりますが、依然として高い水準で推移いたしま
した。 
このような情勢下にありまして、当社グループでは、主力製品の規格改定や品質向上をはかるとと

もに、過去２回の値上げによって割高感が生じた一部製品について値下げを実施するなど、部門別製
品施策、営業施策並びに小委員会による「なぜなぜ改善」を推進し、売上の確保につとめました。 
当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は 4,460 億 65 百万円（対前年同期比

111.7％）、営業利益は 126 億 16 百万円（対前年同期比 89.8％）、経常利益は 130 億 28 百万円（対前
年同期比 105.9％）、四半期純利益は 58 億５百万円（対前年同期比 191.5％）となりました。 
なお、対前年同期比は適用される会計基準が異なるため、参考事項として記載しております。 
 
 

セグメント別の状況 
＜食品事業＞ 

食品事業の主要製品別の売上状況は次のとおりであります。 
⑴食パン部門（売上高 487 億 74 百万円、対前年同期比 103.9％） 

食パンは、年初に「ダブルソフト」の規格改定と値下げを行い５月には粉価の値下げを受けて規
格を向上させ売上回復をはかるとともに、値頃感のある「芳醇」の売上拡大につとめて大幅な伸長
を達成しました。また、地域の実情に応じてお客様の要望に対応した低価格食パンの販売にも取り
組むとともに、「ふんわり食パン」を発売するなど、積極的な拡販によって販売数量増をはかり、
売上増を達成することができました。 
⑵菓子パン部門（売上高 1,542 億 77 百万円、対前年同期比 98.8％） 

菓子パンは、ＰＢ製品や業界全般にわたる製品価格の低単価化が急激に進み、その結果、売上が
低迷し、前年同期を下回りました。「高級ジャムパン」などの高級シリーズをはじめとして高単価
製品の売上が伸び悩む中、主力の「ランチパック」の値下げや規格改定を実施し、「コッペパン」
などの値頃感のある製品を拡販するとともに、市場動向に対応した低価格製品を発売するなど、売
上の回復につとめました。 
⑶和菓子部門（売上高 337 億３百万円、対前年同期比 102.0％） 

和菓子は、主力の串団子が「三色団子」の寄与もあり好調に推移するとともに、80 円の大福やま
んじゅうが伸長しました。また、焼菓子の「ブッセ」が伸長し、値頃感のある「三角蒸しぱん」シ
リーズが寄与するなど、売上は堅調に推移しました。 
⑷洋菓子部門（売上高 551 億 61 百万円、対前年同期比 139.3％） 

洋菓子は、主力の「まるごとバナナ」の回復や量販店向けの２個入り生ケーキの好調もあり、生
ケーキの売上が前年同期を上回るとともに、「大きなツインシュー」などのシュークリームや「ロ
ールちゃん」シリーズなどのスイスロールの寄与もあり、売上は順調に推移しました。さらに、当
期より㈱不二家グループの洋菓子事業を連結したことにより、大幅な売上増を達成することができ
ました。 
⑸調理パン・米飯類部門（売上高 471 億 56 百万円、対前年同期比 99.8％） 

米飯類は、景気悪化に伴う内食化の影響もあり、弁当類、おにぎりの売上が低迷しましたが、取
引店数の拡大によって前年同期の売上を確保することができました。調理パンはお客様の低単価志
向を受け、主力の「大きなサンド」や「一口サンド」などが伸び悩み、売上は前年同期を下回りま
した。 
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⑹製菓・米菓・その他商品類部門（売上高 767 億５百万円、対前年同期比 160.5％） 
製菓・米菓・その他商品類は、ヤマザキ・ナビスコ㈱の「チップスター」や「オレオ」、㈱東ハ

トの「キャラメルコーン」や「ポテコ」などブランド力のある定番製品が大きく伸長しました。積
極的な販売施策と新製品の投入が奏効したことに加え、当期より㈱不二家グループの菓子事業を連
結したことにより、大幅な売上増となりました。 

以上の結果、食品事業の売上高は 4,157 億 79 百万円（対前年同期比 112.1％）営業利益は 125 億
11 百万円（対前年同期比 91.5％）となりました。 

＜流通事業＞ 
㈱デイリーヤマザキのコンビニエンスストア事業につきましては、当第２四半期末の店舗数は、

「デイリーヤマザキ」1,473 店、「ヤマザキデイリーストアー」166 店、総店舗数 1,639 店（前年同
期末に対して 37 店増）となりました。店舗数の増加とタスポ効果による客数の増加により、営業
総収入は 293 億２百万円（対前年同期比 105.9％）となりましたが、システム開発や出店に伴うコ
ストの増加もあり、２億 87 百万円の営業損失（前年同期は１億円の営業利益）となりました。 

＜その他事業＞ 
その他事業の売上高は９億 84 百万円（対前年同期比 130.0％）で、営業利益は２億 28 百万円（対

前年同期比 144.3％）となりました。 
 

２． 連結財政状態に関する定性的情報 
 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は 5,941 億 13 百万円で、前連結会計年度末に対し 202 億
86 百万円減少しました。流動資産は 1,672 億 30 百万円で、受取手形及び売掛金の減少等により、前
連結会計年度末に対し 204 億 53 百万円減少しました。固定資産は 4,268 億 83 百万円で、投資その他
の資産の減少はありましたが、有形固定資産、無形固定資産の増加により、前連結会計年度末に対し
１億 67 百万円増加しました。負債合計は 3,612 億 13 百万円で、前連結会計年度末に対し債務保証損
失引当金等の減少もあり、218 億 54 百万円減少しました。純資産は 2,329 億円で、利益剰余金が 31
億 68 百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に対し 15 億 68 百万円増加しました。 
 この結果、自己資本比率は 36.1％、１株当たり純資産は 975 円 73 銭となりました。 
 
 （キャッシュ・フローの状況） 
 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益 112 億 85 百万円に加え、減価償
却費 164 億 84 百万円、売上債権の減少額 159 億 43 百万円などにより 238 億１百万円のプラスとなり
ました。 
 投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得などにより 240 億 69 百万円のマイナスとな
りました。 
 財務活動によるキャッシュ・フローは、新規借入がありましたが、借入金の返済、配当金の支払な
どにより 20 億 49 百万円のマイナスとなりました。 
 以上の結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は 662 億 11 百万円となり、前
連結会計年度末に対して 23 億 28 百万円の減少となりました。 
 
３．連結業績予想に関する定性的情報 
今後の見通しといたしましては、わが国経済は輸出や生産が持ち直しに転じるなど景気の基調は下

げ止まりつつあるものの、当面、雇用・所得環境の悪化によって、個人消費は低調な動きが続くもの
と予測されます。 
当業界におきましては、低価格化がさらに進み、売上が伸び悩む市場環境のもとで、販売競争が激

化することが予想されます。また、今秋には、輸入小麦の政府売渡価格の引下げに伴い、小麦粉価格
の再度の値下げが想定されており、加工食品メーカーに対する製品価格の引下げ圧力が増すことが懸
念されます。 
このような情勢下にありまして、当社グループは、引き続き、各部門毎に市場動向に即応した製品

施策、営業施策の実践、実行、実証に取り組むとともに、小委員会による「なぜなぜ改善」を推進し
て、お客様が求める価値ある製品とサービスの提供をめざしてまいります。食パンでは「超芳醇」、「芳
醇」を中心に主力製品の品質訴求によって売上の底上げをはかるとともに、菓子パン等の製品カテゴ
リー毎に価格帯に隙間のない製品ラインアップの充実をはかり、あわせて付加価値の高い新製品の開
発にも積極的に取り組み、売上の拡大をめざしてまいります。また、収益面では、製品別・ライン別
経常利益管理をさらに徹底するとともに、５Ｓ活動を基本とした業務改善活動に取り組み、生産から
販売に至るあらゆるロスを削減して業務の効率向上をはかり、所期の目標達成をめざしてまいります。 
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４． その他 
(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
 該当事項はありません。 
 
(2)簡便な会計処理の適用 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限

定する方法によっております。 
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将
来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 
(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①当連結会計年度から「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半
期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しておりま
す。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、
四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正す
る内閣府令」（平成 20 年８月７日 内閣府令第 50 号）附則第７条第１項第５号ただし書きによ
り、改正後の四半期連結財務諸表規則を適用しております。 

 
  ②通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、原価法によっておりましたが、第１四

半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成 18 年
７月５日）が適用されたことに伴い、原価法（貸借対照表額については、収益性の低下による
簿価切下げの方法）により算定しております。また、この適用に伴い、従来、営業外費用等に
計上していた原材料等廃棄損については、売上原価に計上しております。 
この変更に伴い、当第２四半期連結累計期間の営業利益が３億 24 百万円減少し、経常利益は

20 百万円減少しておりますが、税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 
なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 
 

③第１四半期連結会計期間から「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面
の取扱い」（実務対応報告第 18 号 平成 18 年５月 17 日）を適用しております。 

この変更に伴う損益に与える影響及びセグメント情報に与える影響はありません。 
 

④第１四半期連結会計期間から「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第 13 号（平成５
年６月 17 日（企業会計審議会第一部会）、平成 19 年３月 30 日改正））及び「リース取引に関す
る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 16 号（平成６年１月 18 日（日本公認会計士
協会 会計制度委員会）、平成 19 年３月 30 日改正））を適用し、所有権移転外ファイナンス・
リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に
係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。 
なお、リース取引開始日が会計基準適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き適用しております。 
この変更に伴う損益に与える影響及びセグメント情報に与える影響はありません。 

 
  （追加情報） 
   有形固定資産の耐用年数の変更 
    第１四半期連結会計期間から法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律 平成 20

年４月 30 日 法律第 23 号）を契機に耐用年数の見直しを行い、第１四半期連結会計期間よ
り機械装置等一部の資産について改正後の税法耐用年数を適用しております。 

     この変更に伴い、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半
期純利益はそれぞれ６億 83 百万円増加しております。 

     なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 67,182 69,199

受取手形及び売掛金 68,341 85,402

商品及び製品 9,293 9,263

仕掛品 952 866

原材料及び貯蔵品 7,391 8,388

繰延税金資産 3,522 3,347

その他 11,539 13,760

貸倒引当金 △993 △2,543

流動資産合計 167,230 187,684

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 308,660 305,491

減価償却累計額 △217,670 △214,450

建物及び構築物（純額） 90,989 91,040

機械装置及び運搬具 395,259 391,813

減価償却累計額 △318,879 △313,841

機械装置及び運搬具（純額） 76,380 77,971

土地 108,848 108,000

その他 33,095 29,264

減価償却累計額 △24,018 △23,752

その他（純額） 9,076 5,512

有形固定資産合計 285,295 282,525

無形固定資産   

のれん 20,879 21,475

その他 13,962 11,729

無形固定資産合計 34,842 33,204

投資その他の資産   

投資有価証券 41,108 41,203

長期貸付金 1,720 1,723

繰延税金資産 22,114 26,207

その他 44,921 44,977

貸倒引当金 △3,119 △3,125

投資その他の資産合計 106,745 110,985

固定資産合計 426,883 426,715

資産合計 594,113 614,399
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 64,850 73,121

短期借入金 71,410 60,982

未払法人税等 2,884 6,002

未払費用 29,840 34,017

賞与引当金 3,689 3,973

販売促進引当金 802 －

店舗閉鎖損失引当金 350 153

その他 30,077 34,158

流動負債合計 203,906 212,408

固定負債   

社債 5,800 6,290

長期借入金 58,971 67,768

退職給付引当金 74,881 74,015

役員退職慰労引当金 2,719 2,644

債務保証損失引当金 1,325 9,063

その他 13,607 10,876

固定負債合計 157,306 170,659

負債合計 361,213 383,067

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,014 11,014

資本剰余金 9,673 9,672

利益剰余金 186,002 182,834

自己株式 △469 △444

株主資本合計 206,219 203,076

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 8,770 9,155

繰延ヘッジ損益 △8 －

為替換算調整勘定 △532 △287

評価・換算差額等合計 8,229 8,868

少数株主持分 18,451 19,387

純資産合計 232,900 231,332

負債純資産合計 594,113 614,399
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 446,065

売上原価 281,424

売上総利益 164,641

販売費及び一般管理費 152,024

営業利益 12,616

営業外収益  

受取利息 72

受取配当金 367

固定資産賃貸料 364

為替差益 228

持分法による投資利益 339

雑収入 610

営業外収益合計 1,982

営業外費用  

支払利息 1,254

雑損失 317

営業外費用合計 1,571

経常利益 13,028

特別利益  

固定資産売却益 14

債務保証損失引当金戻入額 7

特別利益合計 22

特別損失  

固定資産除売却損 1,021

店舗閉鎖損失 364

店舗閉鎖損失引当金繰入額 200

投資有価証券評価損 162

その他 17

特別損失合計 1,765

税金等調整前四半期純利益 11,285

法人税、住民税及び事業税 2,221

法人税等調整額 4,004

法人税等合計 6,226

少数株主損失（△） △746

四半期純利益 5,805
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 11,285

減価償却費 16,484

のれん償却額 601

貸倒引当金の増減額（△は減少） △642

賞与引当金の増減額（△は減少） △283

退職給付引当金の増減額（△は減少） 865

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △7,751

受取利息及び受取配当金 △440

支払利息 1,254

持分法による投資損益（△は益） △339

固定資産除売却損益（△は益） 1,006

投資有価証券評価損益（△は益） 162

売上債権の増減額（△は増加） 15,943

たな卸資産の増減額（△は増加） 871

仕入債務の増減額（△は減少） △8,302

未払消費税等の増減額（△は減少） △835

その他 557

小計 30,436

利息及び配当金の受取額 442

利息の支払額 △1,293

法人税等の支払額 △5,784

営業活動によるキャッシュ・フロー 23,801

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △18,212

有形固定資産の売却による収入 107

無形固定資産の取得による支出 △5,286

投資有価証券の取得による支出 △625

貸付けによる支出 △31

貸付金の回収による収入 102

その他 △123

投資活動によるキャッシュ・フロー △24,069

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,654

長期借入れによる収入 8,000

長期借入金の返済による支出 △10,023

社債の償還による支出 △490

リース債務の返済による支出 △466

自己株式の取得による支出 △26

自己株式の売却による収入 1

配当金の支払額 △2,635

少数株主への配当金の支払額 △64

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,049

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,328

現金及び現金同等物の期首残高 68,539

現金及び現金同等物の四半期末残高 66,211
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 当連結会計年度から「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」

に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成

方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号

ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を適用しております。 

 

(4)セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日）   （単位：百万円） 

          セグメント 

 

 科   目 

 

食   品 

 

 

流   通

 

 

そ の 他

 

 

計 

 

消    去 

 

又は全社 

 

連    結

 

売 上 高 

 (1)外部顧客に対する売上高 

 (2)セグメント間の内部売上高 

 

 415,779 

   3,076 

  29,302 

   1,026 

     984 

   2,643 

 446,065 

   6,746 

      － 

  (6,746) 

  446,065

       －

        計  418,855   30,328    3,628  452,812   (6,746)   446,065

営 業 利 益 又 は 営 業 損 失(△)   12,511 △287      228   12,452      164    12,616

 

 （注）事業区分の方法 

  1.事業区分の方法は、製品の種類、販売市場等の類似性を考慮して区分しております。 

  2.各事業区分の主要製品 

   食   品：食パン、菓子パン、和菓子、洋菓子、調理パン・米飯類、製菓・米菓・その他商品類 

   流   通：コンビニエンスストア事業 

   そ の 他：食品製造設備の設計、監理および工事の請負、損害保険代理業、事務受託業務及びアウト 

         ソーシング受託 

  3.会計処理の方法の変更 

  （棚卸資産の評価に関する会計基準） 

    通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、原価法によっておりましたが、第１四半期連結

会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成 18 年 7 月 5 日）が適用さ

れたことに伴い、原価法（貸借対照表額については、収益性の低下による簿価切下げの方法）により算定

しております。また、この適用に伴い、従来、営業外費用に計上していた原材料等廃棄損については、売

上原価に計上しております。 

なお、この変更に伴い、当第２四半期連結累計期間の食品事業について営業利益が 324 百万円減少して

おります。 

  4.追加情報 

  （有形固定資産の耐用年数の変更） 

第１四半期連結会計期間から法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律 平成 20 年４月 30 日 

法律第23号）を契機に耐用年数の見直しを行い、第１四半期連結会計期間より機械装置等一部の資産につ

いて改正後の税法耐用年数を適用しております。 

    なお、この変更に伴い、当第２四半期連結累計期間の食品事業について営業利益が 683 百万円増加して 

おります。 

 

(5)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表 

  (1)中間連結損益計算書 

                    （単位：百万円） 

前中間連結会計期間 
（自 平成20年 1 月 1 日 

   至 平成20年 6 月30日)

 

科      目 

 金  額 百分比

 

売 上 高 

売 上 原 価 

 売 上 総 利 益 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 

 

    399,169

    253,801

    145,367

    131,324

      %

100.0

   63.6

   36.4

   32.9

 営 業 利 益      14,042     3.5

 受 取 利 息 及 び 配 当 金 

 賃 貸 固 定 資 産 収 入 

 そ の 他 

営 業 外 収 益 

 支 払 利 息 

 持 分 法 に よ る 投 資 損 失 

 為 替 差 損 

 そ の 他 

営 業 外 費 用 

        475

        352

        458

      1,286

      1,025

      1,106

        337

        559

      3,028

 

 

 

    0.3

 

 

 

 

    0.7

 経 常 利 益      12,300     3.1

 固 定 資 産 売 却 益 

特 別 利 益 

 固定資産売却及び除却損 

 役員退職慰労引当金繰入額 

 店 舗 閉 鎖 損 

 債務保証損失引当金繰入額 

 そ の 他 

特 別 損 失 

          0

          0

        849

      2,704

        283

        175

        363

      4,376

 

    0.0

 

 

 

 

 

    1.1

 税金等調整前中間純利益       7,924     2.0

法人税、住民税及び事業税 

法 人 税 等 調 整 額 

少 数 株 主 損 失 （ △ ） 

      4,877

         65

   △    50

    1.2

    0.0

△ 0.0

 中 間 純 利 益       3,031     0.8
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「参考資料」 

(2)中間連結キャッシュ・フロー計算書 

                           （単位：百万円）  

前中間連結会計期間
（自 平成20年 1 月 1 日

   至 平成20年 6 月30日)

 

科      目 

 
金  額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 
   税金等調整前中間純利益 
   減価償却費 
   のれん償却額 
   貸倒引当金の増減額（△は減少額） 
   賞与引当金の増減額（△は減少額） 
   退職給付引当金の増減額（△は減少額） 
   役員退職慰労引当金の増減額（△は減少額） 
   債務保証損失引当金の増減額（△は減少額） 
   受取利息及び受取配当金 
   支払利息 
   持分法による投資損失 
   固定資産売却益 
   固定資産売却及び除却損 
   投資有価証券評価損 
   売上債権の増減額（△は増加額） 
   棚卸資産の増減額（△は増加額） 
   仕入債務の増減額（△は減少額） 
   未払消費税等の増減額（△は減少額） 
   預り保証金の増減額（△は減少額） 
   その他 
        小  計 
   利息及び配当金の受取額 
   利息の支払額 
   法人税等の支払額 
  営業活動によるキャッシュ・フロー 
 
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー 
   定期預金の預入による支出 
   定期預金の払戻による収入 
   有形固定資産の取得による支出 
   有形固定資産の売却による収入 
   無形固定資産の取得による支出 
   投資有価証券の取得による支出 
   貸付けによる支出 
   貸付金の回収による収入 
   その他 
  投資活動によるキャッシュ・フロー 
 
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 
   短期借入れによる収入 
   短期借入金の返済による支出 
   長期借入れによる収入 
   長期借入金の返済による支出 
   社債の償還による支出 
   自己株式の取得による支出 
   自己株式の売却による収入 
   親会社による配当金の支払額 
   少数株主への配当金の支払額 
  財務活動によるキャッシュ・フロー 
 
Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 
Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（△は減少額） 
Ⅵ 現金及び現金同等物期首残高 
Ⅶ 現金及び現金同等物中間期末残高 

 
           7,924 
          14,656 
             512 
              53 
             316 
      △   1,260 
           2,545 
             175 
      △     475 
           1,025 
           1,106 
      △       0 
             849 
              92 
          13,391 
      △   1,098 
      △   2,686 
      △     463 
      △      56 
           3,725   
          40,332 
             471 
      △   1,061 
      △   3,805   
          35,936 
 
 
      △     400 
              70 
      △  13,919 
              52 
      △   1,811 
      △      13 
      △      40 
             109 
      △   2,082   
      △  18,035 
 
 
           3,108 
      △     340 
           1,400 
      △   7,904 
      △     440 
      △      24 
               1 
      △   2,634 
      △      64   
      △   6,897 
 
      △      71   
          10,932 
          40,591  
          51,523   
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「参考資料」 

(3)セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前中間連結会計期間（自 平成20年１月１日 至 平成20年6月30日）       （単位：百万円） 

          セグメント 

 

 科   目 

 

食   品 

 

 

流   通

 

 

そ の 他

 

 

計 

 

消    去 

 

又は全社 

 

連    結

 

Ⅰ．売上高及び営業損益 

 売 上 高 

 (1)外部顧客に対する売上高 

 (2)セグメント間の内部売上高 

 

 

 370,748 

   3,148 

  27,663 

     728 

     757 

   2,821 

 399,169 

   6,698 

 

 

      － 

  (6,698) 

 

 

  399,169

       －

        計  373,896   28,392    3,578  405,867   (6,698)   399,169

 営業費用  360,216   28,292    3,420  391,928   (6,802)   385,126

 営業利益   13,679      100      158   13,938      104    14,042

Ⅱ．資産、減価償却費及び資本的支出 

 資 産  501,639   36,903    5,788  544,331 

 

  (4,915) 

 

  539,416

 減価償却費   14,265      374       16   14,656       －    14,656

 資本的支出   10,758    2,487       28   13,273       －    13,273

 

 （注）事業区分の方法 

  1.事業区分の方法は、製品の種類、販売市場等の類似性を考慮して区分しております。 

  2.各事業区分の主要製品 

   食   品：食パン、菓子パン、和菓子、洋菓子、調理パン・米飯類、製菓・米菓・その他商品類 

   流   通：コンビニエンスストア事業 

   そ の 他：食品製造設備の設計、監理および工事の請負、損害保険代理業 

 

(4)販売実績 

                                            （単位：百万円） 

事業の種類別 

セグメントの 

名称 

 

区    分 

 

前中間連結会計期間 

（自 平成20年 1 月 1 日 

   至 平成20年 6 月30日) 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成21年 1 月 1 日 

   至 平成21年 6 月30日) 

前年同期比 

食 パ ン 

菓 子 パ ン 

和 菓 子 

洋 菓 子 

調理パン・米飯類 

製菓・米菓・その他商品類 

        46,958 

        156,129 

        33,036 

        39,593 

        47,247 

        47,782 

        48,774 

        154,277 

        33,703 

        55,161 

        47,156 

        76,705 

       103.9％

        98.8 

       102.0 

       139.3 

        99.8 

       160.5 

食品事業 

食 品 事 業 計         370,748         415,779        112.1 

流   通   事   業         27,663         29,302        105.9 

そ  の  他  事  業           757            984        130.0 

合           計         399,169         446,065        111.7 
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「参考資料」 

 

山崎製パン株式会社 平成２１年１２月期 第２四半期決算短信  

 

 

１．平成21年12月期第２四半期の個別業績（平成21年１月１日～平成21年６月30日） 
(1)個別経営成績（累計）                                  （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 
 

21年12月期第２四半期 

20年12月期第２四半期 

百万円 

307,326 

304,805 

％

－

4.9

百万円

10,393

10,935

％

－

32.3

百万円 

11,522 

 11,292 

％ 

－ 

20.0 

百万円

5,454

3,631

％

－

△24.4

 

(2)個別財政状態 
 総 資 産 純 資 産 
 

21年12月期第２四半期 

20年12月期 

百万円

      435,777 

      450,903 

百万円

     213,568 

     210,908 
 

（注）個別業績数値は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー対象で
はありません。 
 

２．平成21年12月期の個別業績予想（平成21年１月１日～平成21年12月31日）  
（％表示は対前期増減率） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

 

通   期 

百万円 

632,200 

％ 

2.9 

百万円

19,600

％

5.4

百万円

20,200

％

8.5

百万円 

7,400 

％

23.1

        円 銭

33.67

 

（注）個別業績予想数値の当四半期における修正の有無  無 
 

３．平成21年12月期第２四半期 個別販売実績 

                                                      （単位：百万円） 

前中間会計期間 

 (自 平成20年１月 １日 

  至 平成20年６月30日) 

当第２四半期累計期間 

 (自 平成21年１月 １日 

  至 平成21年６月30日) 

比 較 増 減 

 

         期  別 

 

 

 品 種 別 
金  額 構 成 比 金  額 構 成 比 金  額 前年同期比

  食 パ ン 

  菓 子 パ ン 

  和 菓 子 

  洋 菓 子 

  調理パン・米飯類 

  製菓・米菓・その他商品類 

     46,970 

    143,962 

     32,787 

     37,080 

     21,766 

     22,237 

    15.4% 

    47.2 

    10.8 

    12.2 

     7.1 

     7.3 

     48,400 

    143,994 

     33,451 

     38,818 

     20,731 

     21,929 

    15.8% 

    46.9 

    10.9 

    12.6 

     6.7 

     7.1 

     1,430 

        32 

       663 

     1,737 

 △  1,035 

 △    307 

  103.0% 

  100.0 

  102.0 

  104.7 

   95.2 

   98.6 

合    計     304,805    100.0     307,326    100.0      2,521   100.8 
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